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の人権

人 り に

 年、 月23 ら2 までの一 間は、「 共 参画 間」となっています。令和４年度の

参画 間の ー は、「 あなたらしい を く、 あたらしい 社会へ」です。（内

共 参画 より） 

 「 ら」「 ら」という 定 念や 定的な性 分 意識にとらわれ 、自分らしく生き

ていくために、自分の生き方を主体的に できる社会づくりをめざしていくことが、これ らを生きて

いく どもたちには必要です。 

 し し、 経 ー が202 年３月に した ー・ 指 では、 本は、

中 20 という結 になっているのが現状です。 

  

  

どもたちが、 共 参画社会の や現実の について学 ときには、自分の としてとらえ

ることが大切です。そのためには、ま のまわりにある に関心を せることで、 意識をもち、

自分の生き方につな て考えていくようにしていきます。 

えば、 参画に関する 本社会の現状がわ る資料を い、 どもたちの を 、意 を

するなどしながら、自分では気がつ な った や考え方に れる活動を行います。 性や 様性が認

められる社会が、 にとっても生きやすい社会であることに気づき、自分の生き方を主体的に してい

こうと意欲がもてるような学習にしていくことが大切です。 

  

の展開

学年 中学生 

  ねらい 段の生活の中で、存在している性 による や に 意を向け、性 に関わりなく、

自分の生き方を主体的に していこうとする気持ちをもたせる。 

活動  

の

性 によって分けられたり、 されたりし

ているもの、こと、場 を し合う。 

・一人で考える。 

・ ー で意 しながら し合う。 

たものについて性 により分けたり し

たりすることが必要 どう も め、考え、

し合う。 

・全体で共 する。 

性 によって分けられていたり、 されたりしている
もの、こと、場 などについて考えよう

ー・ 指 を る 指 。この指 は、「経 」「 」「教育」「 」の つの分

の ー ら作成。 が 全 平等 が 全平等を す。 本の 合 は、0 。 進 の中では、 。 

・「学校」で、「社会」でなど、考えやすい

ように 示してもよい。 

・ 心して意 が せるように、 し合いの

（ した意 を 定しない、 す

を めるなど）を めておく。 

・意 や全体共 の中で、 た 意識

や 意識を認める。 
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資料 「みんなで目指す ー平等」 内  共 参画 より  

活動  

の

と 本の ー・ 指 を

て気づいたことを し合う。 

・教育分 や 分 は、 じくらい い。 

・ 本が 分 と経 分 が いのはな う。 

各 の 性 員 と 理的職 者に める

性の 合を知る。 

・ 本は、他の に べて い。 

・その は う。 

・それによってどんなことが きている う。 

現状を えるためには、どんな考え方が大切 考え

る。 

・ ー・ 指 の資料を

示する。 

・「 の 性 員 」と「

者及び 理的職 者に める

性の 合」の資料を 示する。 

・ ども ら た意 や を、次の

間の学習 や として、

つな ることもできる。 

ー・ 指 の資料を て考えよう

の の

の の

の

の

の
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活動 は、自分のまわりにある の について めて考えることをとおして、性 で する

必要のないものに気づいたり、 が につながっていない を考えたりします。そのことにより、

にとっても生きやすくなる社会づくりや社会参加をしていこうとするきっ けになる活動 です。

ー 的に うこともできます。 

活動 は、内 共 参画 「みんなで目指す ー平等」の資料を利 していま

す。ここでは、 ー・ 指 と、 の 性 員 、 者及び 理的職 者に

める 性の 合の を し、 や経 の分 での 性参加が ない現状 ら、 性の社会進 が

まれている要 について考えます。性 分 意識にとらわれることなく、自分らしい生き方の

をしていくことにつながる 展開を考えていくことが大切です。 

活動 と を組み合わせた学習展開も考えられます。また、それぞれを、 の学習と関 づけた中で行

うこともできます。（  社会科、 科との関 の中で行う、 合的な学習の 間で の

ー平等を取り上 た学習の中で行うなど。） 

（ ） 会 （2020 年 0 月 ）下 は一 制 会における 性 員 合。 

（ ） 省「 力 （基本集計）」（令和 年）、 より 
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（    持 な開発目標）の の ー の中には、

ー 「 ー平等を実現しよう」があります。 

そして、この「 ー平等」は、すべての ー に関わっているといわれています。 

を学習の中で うときは、すべての ー において、 性と 性にどのような がある 、

また平等に を受けられる などを に考えることが大切です。 

性 による や 利 を らない社会を考えるうえで、性的 の人権についても考え

ることが必要です。 の中で、性的 の人権の らの意 や も てくることが

されます。 

性 を のどちら に分 するという、 で めつけたり、「 性 けが」「 性 け

が」という ではなく、 れもが生きやすい社会づくりという ら、 様な生き方を尊重した

考え方の上に立ち、学習を進めていくことが大切です。 

参考資料など  

「みんなで目指す ー平等」 内  共 参画  

共 参画に関しての  

「 な 中 生のための3大気づき 」 神 立 ながわ 共 参画 ー 

  共 参画・ シー  

  ート 止 発  

  理 支  

全体の目的 

・「すべての人々の人権を実現し、 ー平等とすべての 性の ワー トを達

成することを目指す」 文より 

の ー をすべて実現するための「 段」としての ー平等 

・「 ー平等の実現と 性の ワー トは、すべての目標と ー トの進展

に めて重要な をするものである」本文より 

の ー のすべてにおいて、 性と 性が平等に を受けるためにはどうすれば

い を必 考 しなければなりません。 

「みんなで目指す ー平等」 内  共 参画 より 

性的 の人権との関 について

との関 ら
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資料 

 

 

「 共 参画社会」を実現していくためには、 どもの ら、 定的な性 分 意識にと

らわれ 、 平等・人権尊重の意識や と 的 を える 力を育成していくことが必要で

す。 では、 学 年生を に、 共 参画教育参考資料「こんな いるよね」を作成し、 内

の 学校に している他、 ー ー らも ー できます。 

32 202203  
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学  

 

では、「自分を大切にすること、相 を いやることの大切さ」を 発することにより、 を 然

に 止するため、中学校2年生を とした 発資料を、認定 法人 ワ ト ながわに し

て作成しています。 内の全中学校に している他、 ー ー らも ー できます。 

32 0  

の概要

 この では、「 力は る・ る けではない」ということや、「 ート ってどんなこと 」と

いった内容を、 トを いながらわ りやすく 明しています。 

 また、 ート に関する相 を受けている相 関の や、 ート を たり いたりした に

達としてできることも しています。 

の主

心 ともに 成 する にある中学生にとって、自分自 の人権に気づくこと、ありのままの自分を

大切に えることはとても重要なことです。本 では、中学生にとって な である「 ート  

（ 人 の 力）」を ー に、よりよい人間関係をつくるために、自分を大切にし、なお つ相 も

いやることの大切さを えることを目的としています。 

の

本 は、中学生が にとりやすいように次のような がなされています。 

・中学生にとって な ート の形や大きさで作成されています。 

・ トを ん んに い、 ー をめくりながら み進められます。 

・中学生に しみやすい い（ い等も め）を しています 。 

・ ク ーが各 ー に 場し、 的な トをしながら進行する形 をとっています。 
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の の に  
は令和 年 月「性 ・性 力 の 化の方針」を示しました。この方針の中では、 ども

を性 の 者にならないよう、生 を大切にすることや、一人ひとりの人権を尊重する態度など

を につけていく「生 （いのち）の 全教育」の推進が られています。さらに、「第 次 ⼥
共 参画基本計画」の第 分 ⼥性に するあらゆる 力の では、「 の尊さを学び、生 を

大切にする教育、自分や相手、一人ひとりを尊重する教育をさらに推進するとともに、性 ・性

力の加 者、 者、 者にならないよう、 児 ら どもの発達段階に した教育の 実を

る」と具体的な取組として られおり、性 力・性 の にある性 意識の解 を求めて

います。 

こうした状況を まえ、 教育 員会は、学習指導要 の 会を え、平成 年に発行した

「性教育指導の き（教 ）」を し、 性に関する指導の き 「生 （いのち）の 全

教育」との関 ら考える を作成しました。 

に たっては、現在及び にわたり どもたちの 全・ 心を るためには、性 ・加

を ための年 に応じた 切な教育・指導の 実を るとともに、性 ・性 力の にある性

意識の解 を ることが重要であり、い に社会が 化しようと児童・生徒等が、性に関して正

しく理解し、 切な行動を できるようにすることを の きの としています。 

「性に関する指導の き」を活 して、性に関する指導の考え方や指導内容を理解し、 や

とも を りながら、性に関する指導の 実に めていた くようお願いします。 

の
ー ー 「性に関する指導について」より、 ー できます。 
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